序 by 池田 眞朗
武蔵野大学学術機関リポジトリ　Musashino University Academic Institutional Repositry
序
著者 池田 眞朗
雑誌名 武蔵野法学
号 5-6
ページ v-viii
発行年 2016-12-24
URL http://id.nii.ac.jp/1419/00000427/
v　
序
　
寺崎修先生は、平成二八年三月末日をもって、二期八年間続けられた武蔵野大学学長職を退かれると同時
に、武蔵野大学法学部教授を定年退職された。現在は本学理事・名誉教授となられている。本来であれば、ご退職の時期に合わせて『武蔵野法学』記念号を献呈すべきであったが、私共としては、先生の学長ご勇退の決断を受けてから本号の編集作業に入ったこともあって、この時期の刊行となってしまった。ここに遅ればせながら、完成した本記念 を先生に献呈申し上げ、先生の本学の研究と教育の進展への、比類のない多大なご貢献に対し 深く感謝の意を表したいと思う。　
寺崎先生は、昭和四三年に慶應義塾大学法学部政治学科を卒業され、同四五年に同大学大学院法学研究科政
治学専攻修士課程を終えられて、昭和六二年 同大学から法学博士 学位を授与されている。先生の教員としてのご経歴において特筆すべきは、先生がその最初の教歴を武蔵野女子学院において始められ（先生は修士課程在学中の昭和四三年四月に武蔵野女子学院中 ・高等学校の非常勤講師となり、修士課程を修了した同四五年四月からは同校の専任教員となる） 、最後 武蔵野大 学長・ 部教授とし 終えられたということである。その間、中部女子短期大学の専任講師を経て、昭和五三年から駒沢大学に移ら 、同六三年には同大学法学部教授となり その後平成九年に母校慶應義塾大学の法学部教授となる。そして、既に平成 年七月から学校法人武蔵野女子学院（現、学校法人武蔵野大学）理事となられて たのであるが、平成二〇年四月に、武蔵
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野大学学長に就任されたわけである（慶應義塾大学からは名誉教授の称号を受けられている） 。　
ただ実は先生が本学学長になられたその段階では、まだ本法学部は誕生していない。平成二〇年からの寺崎
学長時代の八年間こそ、本学が他大学にほとんど類例を見ない、飛躍と成長を遂げた時期だったのである。先生は、学長となられると同時に、平成一〇年開設の現代社会学部を政治経済学部と人間関係学部に分け、政治経済研究所を開設する。そして田中教照学院長を補佐して平成二四年の有明キャンパスの開設に尽力し、さらに平成二六年に政治経済学部を改組して法学部（法律学科、政治学科）と経済学部（経済学科、経営 科）を誕生させたのである。加えて平成二七年には環境 部を工 部に改組し、平成二八年にはグローバル・コミュニケーション学部をグローバル学部に改組して、平成二八年現在、武蔵野大学は九学部一六学科を擁する総合大学となったのである。この本学の今日の姿は、ま に寺崎先生の情熱と手腕なしにはありえなかったと言って過言では かろう。　
さて、語り尽くせない先生の本学の教育行政への貢献についての言及は以上にとどめ、以下は先生の学者と
しての業績について述べ い　
先生は、恩師中村菊男博士のもとで政治 研究を始められ、中村先生 逝去後は、律令制研究の利光三津
夫博士に育 られて、明治法制史研究の泰斗である手塚豊博士の門を叩かれることになる。これら三先生の薫陶が、日本政治思想史および日本政治運動史 専門家、さらに福澤諭吉研究者としての、寺崎先生の学問体系を形成するのに大いに力があった いうことにな とりわけ、徹底した資料収集 基づく 厳格な実証的歴史研究の手法を伝授された大学者手塚豊先生に対する、寺崎先生の誠実な報恩の姿勢 、特筆され ければならない。手塚博士の没後までかかっ 編まれた全一〇巻 『手塚豊著作集』 （慶應通信、昭和五七年～平成六
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年）の完成は、寺崎先生ともうお一人の編者である藤田弘道教授の献身的な尽力がなければ果しえなかったものと言える。　
寺崎先生ご自身の主たるご研究は、著書としてまとめられた博士学位請求論文である『明治自由党の研究』
（上巻・下巻） （慶應通信、昭和六二年）と、 『自由民権運動の研究─急進的自由民権家の軌跡─』 （慶應義塾大学出版会、平成二〇年）の二冊に示されている。これらの業績によって先生は、わが国明治政治思想史・明治政治運動史の学界に、確固たる地歩を築か た。また、もう一つの福澤研究については、共編の『福澤諭吉書簡集』 （全九巻） （岩波書店、平成一三～平成一五年） 、編著の『福澤諭吉著作集』第七巻（慶應義塾大学出版会、平成一五年） 、同じく編著の『福沢諭吉の思想と近代化構想』 （叢書・
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多文化世界における
市民意識の動態） （平成二〇年 慶應義塾大学出版会）などに集大成されている。　
先生の研究への意欲はなお盛んであり、平成二八年六月に本学有明キャンパスで開催された明治維新史学会
で先生が基調講演をされたことは記憶に新しいところである。また先生は、現在日本法政学会の理事長を務められている。　
先生は日頃温厚な態度で若手教員にもわけ隔てなく接してこられた。静かに語りかける先生の口調には、皆
信頼感と安心感を持ったことと思わ る。一方で先生は、学部長会議の席上などでは、形式的な提案に対して、ざっくば んな口調で素早く明確な判断を示されるなど、優れたリーダーとし の一面を示 ることもしばしばあ た。　
この『武蔵野法学』第五・六号は、そうした先生のお力によって誕生したわが法学部法律 科・政治学科の
教員が、先生への深甚の感謝を込めて献呈する御退職記念論文集であり また同時に 今後 の庇護を離れ
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て努力していかなければならない我々の、先生へのご恩返しの意味を込めた決意表明でもある。　
先生のますますのご健勝をお祈りするとともに、我々の今後の努力に末永く温かいまなざしを向けていただ
きたいとお願い申し上げる次第である。
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